
紹
　
介

ロ
ビ
ン
・
オ
ズ
ボ
ン
著
（
佐
藤
日
誌
）

『
ギ
リ
シ
ア
の
古
代

－
歴
史
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れ
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か
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の
邦
訳
で
あ
る
。
著
者
の
オ
ズ
ボ
ン
は
、
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
古
代
史
教
授
と
し
て
英
国
古
代
史
学

界
を
牽
引
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
研
究
者
で
あ
り
、

学
生
お
よ
び
一
般
読
者
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た

本
書
に
は
、
彼
の
研
究
成
果
と
広
範
な
知
識
が
凝

纏
さ
れ
て
い
る
。

　
本
文
は
全
八
章
か
ら
成
り
、
ま
ず
第
一
章
「
馴

染
み
深
く
、
異
質
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
は
、
陶
器

画
や
有
名
な
彫
刻
デ
ィ
ス
コ
ボ
ロ
ス
が
扱
わ
れ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
が
同
性
愛
や
宗
教
的

な
祝
祭
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
し

つ
つ
、
著
者
は
、
現
代
の
西
洋
社
会
に
と
っ
て

「
馴
染
み
深
い
」
ギ
リ
シ
ア
が
、
実
は
「
異
質
」

な
世
界
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

　
続
く
第
二
章
「
ポ
リ
ス
を
創
る
」
で
は
、
同
時

代
史
料
の
少
な
い
前
古
春
期
に
行
わ
れ
た
植
民
活

動
を
取
り
上
げ
、
考
古
資
料
や
後
世
の
文
献
史
料

を
用
い
る
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ

こ
で
は
、
時
代
や
書
き
手
に
よ
っ
て
関
心
の
対
象

が
変
化
す
る
と
い
う
文
献
史
料
の
性
格
に
加
え
、

そ
の
文
献
史
料
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

う
考
古
学
の
性
格
も
ま
た
、
史
資
料
の
解
釈
を
困

難
に
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
、
歴
史
は
「
創
ら
れ

る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
解
釈
の
難
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
献
史
料
だ
け
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報

を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
考
古
学
の
有
用
性
を

示
す
の
が
、
第
三
章
「
ギ
リ
シ
ア
の
人
口
と
サ
ヴ

ァ
イ
ヴ
ァ
ル
」
で
あ
る
。
著
者
は
、
古
代
経
済
を

自
給
自
足
的
な
も
の
と
す
る
フ
ィ
ン
リ
ー
説
の
問

題
点
を
指
摘
し
、
考
古
学
、
比
較
人
口
学
、
地
中

海
農
業
や
栄
養
素
に
関
す
る
知
識
に
基
づ
い
て
、

む
し
ろ
都
市
間
の
大
規
模
海
上
交
易
が
発
展
し
て

い
た
可
能
性
す
ら
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
第
四
章
「
法
、
惜
主
、
そ
し
て
政
治
の
創
造
」

で
は
、
借
主
の
台
頭
を
市
民
団
の
武
装
と
結
び
付

け
て
説
明
す
る
旧
説
が
否
定
さ
れ
、
共
同
体
が
、

時
に
法
を
制
定
し
、
時
に
支
配
を
償
主
に
委
ね
る

こ
と
で
紛
争
解
決
を
目
指
し
た
様
子
が
示
さ
れ
る
。

前
古
典
期
に
ギ
リ
シ
ア
各
地
で
制
定
さ
れ
た
法
が
、

実
定
法
で
は
な
く
、
個
々
の
事
例
に
照
ら
し
て
解

釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
特
に

重
要
で
あ
る
。

　
第
五
章
「
敵
対
す
る
」
で
は
、
共
同
体
外
部
と

の
関
係
、
と
り
わ
け
戦
争
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
前
古
典
期
の
戦
争
が
、
後
世
に
象
徴

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
農
民
が
軍
事
を

担
っ
て
い
た
た
め
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
平
地

で
の
短
期
決
戦
が
好
ま
れ
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
前
五
世
紀
に
入
る
と
、
隣
国
間
の

小
規
模
な
紛
争
で
あ
っ
た
従
来
の
戦
争
が
変
質
し
、

そ
の
背
景
に
は
、
ペ
ル
シ
ア
と
の
緊
張
関
係
、
さ

ら
に
は
ア
テ
ナ
イ
の
帝
国
化
が
あ
っ
た
と
論
じ
ら

れ
る
。

　
第
六
章
「
自
由
と
抑
圧
の
都
市
」
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
ア
テ
ナ
イ
で

あ
る
。
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
で
は
「
自
由
」
を
実
現

す
る
た
め
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、

「
自
由
」
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
「
抑
圧
」

で
あ
る
と
著
者
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
「
抑
圧
」

に
は
、
「
市
民
団
は
す
べ
て
同
質
で
あ
る
」
と
い

う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
設
定
す
る
自
己
抑
圧
と
、
奴

隷
、
在
留
外
国
人
、
女
性
な
ど
の
他
者
へ
の
抑
圧

が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
七
章
「
ギ
リ
シ
ア
都
市
、
斉
一
性
と
多
様
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介紹

性
」
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
を
構
成
し
て
い

た
大
小
様
々
な
都
布
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。
政
治

シ
ス
テ
ム
や
宗
教
儀
礼
な
ど
に
相
違
点
が
見
出
さ

れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
体
制
や
法
に

か
か
わ
る
基
本
的
な
枠
組
み
を
共
有
し
て
い
た
と

さ
れ
、
と
り
わ
け
戦
時
の
宣
誓
順
守
や
遺
体
埋
葬

は
、
宗
教
的
責
務
と
も
み
な
さ
れ
る
重
要
な
慣
習

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
。

　
最
後
に
第
八
章
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
ー
ギ
リ

シ
ア
史
終
幕
？
」
で
は
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
終

結
直
後
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
死
ま
で
が
概

観
さ
れ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
支
配
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ

ア
世
界
の
独
立
自
治
の
時
代
は
終
わ
る
も
の
の
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
と
古
典
期
の
間
に
は
一
定
の
継

続
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
台
頭
し

た
前
四
世
紀
に
は
「
傑
物
が
活
躍
す
る
た
め
の
歴

史
的
な
環
境
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た
」
と
し
て
、

ペ
ル
シ
ア
戦
争
と
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
と
い
う
二

つ
の
戦
争
に
よ
る
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
も
論
じ

ら
れ
る
。

　
著
者
は
、
文
献
史
料
や
考
古
資
料
に
基
づ
い
た

豊
富
な
具
体
例
を
挙
げ
、
関
連
す
る
諸
分
野
に
つ

い
て
の
知
識
や
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
適
宜
紹

介
す
る
と
同
時
に
、
歴
史
が
「
創
ら
れ
る
」
過
程

を
丁
寧
に
描
き
出
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
を

構
築
し
て
い
く
上
で
基
礎
と
な
る
考
え
方
が
提
示

さ
れ
て
い
る
点
は
、
本
書
の
特
長
で
あ
り
魅
力
で

も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
詳
細

な
記
述
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
議
論
の
本
筋
や

年
代
の
順
序
が
追
い
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

訳
者
の
佐
藤
昇
氏
に
よ
っ
て
章
ご
と
に
設
け
ら
れ

た
解
説
文
や
訳
注
は
、
こ
れ
を
上
手
く
補
っ
て
い

る
。
ま
た
、
巻
末
の
読
書
案
内
は
、
邦
語
文
献
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
研

究
の
入
門
書
と
し
て
、
非
常
に
有
益
な
一
冊
で
あ

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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編

『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』

　
織
田
・
豊
臣
政
権
期
の
研
究
は
、
少
な
か
ら
ぬ

部
分
を
書
状
な
ど
の
無
年
号
文
書
に
依
拠
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
期
は
め
ま
ぐ
る
し
く
政
治

状
況
が
変
化
す
る
時
代
で
あ
り
、
無
年
号
文
書
の

正
確
な
年
次
比
定
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
確
定
作

業
に
お
い
て
は
、
古
記
録
な
ど
の
同
時
代
史
料
に

よ
り
発
給
者
・
受
給
者
等
の
居
所
や
行
動
を
調
査

す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
本
書
は
こ
の
よ
う
な
織
豊
期
の
研
究
を
す
る
上

で
非
常
に
有
益
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
編
者
の
藤

井
譲
治
氏
を
は
じ
め
、
堀
新
氏
、
藤
田
恒
春
氏
、

相
田
文
三
氏
、
早
島
大
祐
氏
、
尾
下
成
敏
氏
、
中

野
知
事
、
穴
井
綾
香
氏
、
福
田
千
鶴
氏
、
松
澤
克

行
氏
、
杣
田
善
雄
氏
に
よ
り
分
担
・
執
筆
さ
れ
、

織
田
信
長
（
堀
）
、
豊
臣
秀
吉
（
堀
・
藤
井
）
、
豊

臣
秀
次
（
藤
田
）
、
徳
川
家
康
（
相
田
）
、
足
利
義

昭
（
早
島
）
、
柴
田
勝
家
（
尾
下
）
、
丹
羽
長
秀

（
尾
下
）
、
明
智
光
秀
（
早
島
）
、
細
川
藤
孝
（
早

島
）
、
前
田
利
家
（
尾
下
）
、
毛
利
輝
元
（
中
野
・

穴
井
）
、
小
早
川
隆
景
（
中
野
）
、
上
杉
景
勝
（
尾

下
）
、
伊
達
政
宗
（
福
田
）
、
石
田
三
成
（
中
野
）
、
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